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脳卒中片麻痺の後遺症のうち，異常な筋緊張亢進である痙縮は随意運動を阻害し，姿勢保持や

歩行を困難にし，痙縮の改善は脳卒中発症後の重要な課題である．昨年本研究会にて発症後 10

年以上経過した陳旧症例における水中ポール・ウォーキング（以下，PW）の痙縮に対する改善効

果について報告した．本稿では水中 PW が脳卒中片麻痺の神経筋活動への更なる評価を目的とし

て事例を重ねた検証について報告する． 

対象者は脳卒中発症後 12，26 年が経過した男性２名とした．両者とも左片麻痺によるウェル

ニッケ・マン肢位を呈しているが，独歩が可能であった． 

 水中 PW を検者よる動作補助あり，なしの条件の基，それぞれ約 10 分間実施した．この際，麻

痺側はポールを伸縮バンドにより手背部に固定した．また，水中 PW 前後で陸上における歩行テ

ストを行い，水中，陸上共に上下肢表面筋電を記録した．水中 PW 後において被検者１名が内側

腓腹筋，別の１名は大腿二頭筋において水中 PW 前の痙縮を反映する tonic な筋放電パターンが

水中 PW 後では歩行リズムに同調した phasic なパターンが強まる変化が見られた．これは麻痺側

膝関節において痙性が減弱し，筋活動がより機能的になったと考えられる．今回の 2症例におけ

る結果は前回の傾向と同じく，短時間の水中 PW が麻痺側下肢の神経筋機能に急性の影響を与え

ることを示唆するものである． 


